
 トジャンプ  
説明書 

 

 用意するもの                            

○トランプ 

・数
かず

札
ふだ

：Ａ
エース

（１）～１０のカード（各４枚） 

・絵
え

札
ふだ

： Ｊ
ジャック

、 Ｑ
クイーン

、Ｋ
キング

のカード（各４枚） 

・親
おや

札
ふだ

：ジョーカー（１枚） 

 

○点数チップ 

・５０点（１６枚）、１０点（１６枚）、５点（８枚） 

 

 

 用語                                

・場
ば

：カードを置く場所 

・手
て

札
ふだ

：配られて手に持っているカード 

・山
やま

札
ふだ

：カードを引くために場の中央に裏向きで積んでおくカード 

・親
おや

：ゲームの始まりとなる人 

・あがり：役が完成すること 

・スート：トランプに書かれたマーク（♦、♥、♠、♣） 

・対
つい

：同じ数字または同じ文字のカードが２枚の組み合わせ 

・群
ぐん

：同じ数字または同じ文字のカードが３枚の組み合わせ 

・連
れん

：同じスートの数札で数字が連続した３枚の組み合わせ 

・団
だん

：群または連 

 

 

 遊び方                               

○プレイ人数 

・４人（３人でも可） 

 

○ゲームの流れ 

・全員に点数チップの５０点を４枚、１０点を４枚、５点を２枚ずつ配り、

それぞれ２５０点になるようにします。 

・ジャンケンをして勝った人が初めの親になります。 

・誰が親かわかりやすくするため、親の前に親札を置いておきます。 

・カードを裏向きでよく混ぜて、１人７枚ずつ配ります。 

・残りのカードは山札として場の中央に置きます。 

・山札からカードを１枚めくり、ドラ表示札として山札のわきに置きます。 

・親から反時計回りに順番が回ります。 

・順番が回ってきたら、次の手順を行います。 

（１）山札からカードを１枚引いて、自分の手札に加えます。 

（２）自分の手札からカードを１枚選んで、自分の前に捨てます。 

・カードを捨てるとき、捨てたカードがすべて見えるように順番に並べて置

きます。 

・カードを捨て終えたら、次の人の番になります。 

・このようにして、自分のカードで役となるように団を２組と対を１組そろ

えれば、あがりとなります。 

・役ができたら「あがり」を宣言して、その役に応じた点数をチップで獲得

します。 

・１人があがるか山札がなくなったら、カードを混ぜて配るところから始め

ます。 

・そのたびに、親は時計回りに交代していき、親の前に親札を置きます。 

・ただし、親があがったときは、その人が次も続けて親になります。 

・親が２周するか、誰かのチップがなくなったら、ゲームが終了します。 

・得点の高い順で順位が決まります。 

○「群」「連」の宣言 

・他の人がカードを捨てたとき、そのカードがあれば群ができる場合には

「群」を、連ができる場合には「連」を宣言することで、そのカードを自

分のカードにすることができます。 

・宣言によってできた群や連は、捨てられたカードと区別して自分の前に表

にして並べて置きます。そして、自分の手札からカードを１枚捨て、「群」

や「連」を宣言した人の左どなりの人から順番が回ります。 

・「群」や「連」の宣言によってあがることができれば、「あがり」を宣言し

ます。 

 

○「リーチ」の宣言 

・自分が「群」や「連」を宣言していない状態であれば、あと１枚で団が２

組と対が１組そろうか役ができる場合、手札からカードを捨てるときに

「リーチ」を宣言することができます。 

・「リーチ」を宣言したあとに他の人が捨てたカードを使ってあがることが

できる場合、そのカードを自分のカードにしてあがることができます。 

・「リーチ」を宣言したら、そのときに捨てるカードを横向きで置いて、場

の中央に１０点のチップを支払います。 

♠

７ 

♣

６ 

♦

３ 

♣

Ｊ 

♥

５ 

・「リーチ」を宣言した場合、それ以降に山札から引いたカードがあがりと

なるカードでなければ、必ずそのカードを捨てなければなりません。 

・捨てられたカードに対して複数の人があがりを宣言した場合、カードを捨

てた人から反時計回りに順番の近い人が優先されます。 

・「あがり」、「群」、「連」が同時に起きた場合、この順で優先されます。 

・リーチで支払った１０点のチップは、すべてあがった人のものになります

が、あがった人がいなければ、支払った人に戻ります。 

 

○ドラ 

・あがった人のカードにドラがあると１枚につき役が１段加算されます。 

・中央にめくられたカードと同じ色のスートで、その次の数字または文字と

なるカードがドラの対象です。 

 （Ａ→２→３→４→５→６→７→８→９→１０→Ｊ→Ｑ→Ｋ→Ａ） 

 

○点数処理 

・役の段数を合計して、次のように点数が決まります。 

段数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８～ 

点数 １０ ２０ ４０ ８０ １２０ １６０ ２４０ ３２０ 

・他の人が捨てたカードであがった場合、その人から点数分のチップを受け

取ります。（親があがった場合、点数が１.５倍） 

・親が山札から引いたカードであがった場合、子の全員から点数の半分ずつ

のチップを受け取ります。 

・子が山札から引いたカードであがった場合、親から点数の半分、自分以外

の子からさらに半分（点数の４分の１）ずつのチップを受け取ります。 

 （３人で遊ぶ場合、親と子から点数の半分ずつのチップを受け取ります） 

・受け取る点数が５点未満となる場合、５点に繰り上げます。 

 

 

 役の種類（次頁参照）                        

○通常役 

・一度に複数の通常役ができると、複合した分だけ段数が加算されます。 

 

○特大役 

・通常役との複合はせず、点数は３２０点となります。 

○ルール考案者：小川昌洋 

 

♦ Ｋ
 



 通常役                              

 

◇リーチ：リーチを宣言してからあがり 

【１段】 

 

◇速
そっ

攻
こう

：リーチを宣言して一周以内であがり 

【１段】 （リーチを宣言してから、誰かに群や連を宣言されると無効） 

 

◇ドラ：あがったとき、自分のカードにドラがあると１枚あたり１段 

【１段】 （ドラだけであがることは不可） 

 

◇絵
え

札
ふだ

：絵札の群がある役（１組あたり１段） 

【１段】 

    例→ 

 

◇群
ぐん

群
ぐん

：群が２組ある役 

【１段】 

    例→ 

 

◇無
む

端
たん

：２～９の数札のみの役 

【１段】 

    例→ 

 

◇絵
え

端
たん

：すべての組にＡ・１０・絵札のいずれかが含まれている役 

【２段】 

    例→ 

 

◇六
ろく

連
れん

：同じスートの６枚で数字が連続している役 

【２段】 

    例→ 

 

◇自
じ

力
りき

：群や連を宣言しないで自分が引いたカードであがり 

【２段】  

 

◇二重連
にじゅうれん

：同じ数字の連が２組ある役 

【３段】 

    例→ 

 

◇群
ぐん

連
れん

交
こう

：群と同じ数字のカードが連にもある役 

【３段】 

    例→ 

 特大役                              

 

◇二重交
にじゅうこう

：群・対のそれぞれと同じ数字のカードが連にもある役 

 

    例→ 

 

◇四
よん

連
れん

対
つい

：対の４組が同じスートで数字が連続している役  

 

    例→ 

 

◇絵
え

無
む

双
そう

：絵札のみの役 

 

    例→ 

 

◇神
しん

速
そく

：自分が山札から１枚目に引いたカードであがった場合 

♦

Ｑ 

♥

Ｑ 

♣

Ｑ 

     

♦

２ 

♥

２ 

♠

２ 

♦ 

10 

♠ 

10 

♣ 

10 

  

♥

３ 

♥

４ 

♥

５ 

♣

７ 

♣

８ 

♣

９ 

♠

６ 

♠

６ 

♥

Ａ 

♣

Ａ 

♠

Ａ 

♦

８ 

♦

９ 

♦ 

10 

♥

Ｋ 

♣

Ｋ 

♠

３ 

♠

４ 

♠

５ 

♠

６ 

♠

７ 

♠

８ 

  

♦

４ 

♦

５ 

♦

６ 

♣

４ 

♣

５ 

♣

６ 

  

♥

５ 

♥

６ 

♥

７ 

♦

７ 

♠

７ 

♣

７ 

 
 

♠

Ａ 

♠

２ 

♠

３ 

♦

２ 

♥

２ 

♣

２ 

♦

３ 

♣

３ 

♦

７ 

♣

７ 

♦

８ 

♣

８ 

♦

９ 

♣

９ 

♦ 

10 

♣ 

10 

♦

Ｊ 

♠

Ｊ 

♣

Ｊ 

♦

Ｑ 

♥

Ｑ 

♣

Ｑ 

♥

Ｋ 

♠

Ｋ 

対 

対 

対 団 

対 

対 


